家庭礼拝　2010年7月7日　使徒言行録第13章　第一次宣教旅行
　賛美歌458　信仰こそ旅路を　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌517　神の民よ
起

13章と14章はパウロの第一次宣教旅行の話です。これは誰といっしょに旅をしたと言うと、あの慰めの子のバルナバです。このバルナバは使徒言行録の中ではとても大切な働きをしていて、使徒の内に数えてもおかしくないくらいです。今までの話の中では、まず9章でこの慰めの子バルナバ、本名ヨセフが、登場し、回心したパウロをまだ弟子たちが誰も受け入れていないときに受け入れ、そして使徒達に合わせて、正式にイエスの弟子としました。そして、11章では、教会からアンティオキアに使わされ、その地の異邦人伝道を任されたバルナバは、近くのタルソスにいるパウロを呼び出してアンティオキアにおける異邦人伝道のパートナーとしたのです。ここから、パウロの異邦人伝道が本格的に始まるわけです。バルナバは、パウロの働きに対しては大変大きな影響を与えたわけです。このようにして、アンティオキアにおける伝道は成功し、クリスチャンと呼ばれる人々が現れました。そして、今日の13章です。ここでパウロとバルナバは教会から選ばれて、第一回の異邦人伝道旅行に行くことになります。そのいきさつは次のようでした。1節から3節です。
使 13:1　アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、領主ヘロデと一緒に育ったマナエン、サウロなど、預言する者や教師たちがいた。
使 13:2　彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げた。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当たらせるために。」
使 13:3　そこで、彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いて出発させた。

ここアンティオキアの教会には、預言者や教師たちがたくさんいました。バルナバとサウロもそうでしたが、ニゲルと呼ばれるシメオンや、キレネ人のルキオそして、領主ヘロデと一緒に育ったマナエンがいました。そしてここに集まったこれらの人々の多彩さに驚かされるのです。まずバルナバはキプロス島のレビ人出身です。そしてサウロは今のトルコのタルソス出身で、ローマの市民権を持っています。ニゲルと呼ばれるシメオンはその名前からアフリカの黒人だろうと言われています。そしてまた、イエスの十字架を背負わされたクレネ人シモンと同一人物ではないかとも言われています。キレネ人のルキオもアフリカの出身です。キレネとクレネは同じ地名で呼び方が違うだけです。キレネは、エジプトの隣の国リビアの地中海に面した町です。マナエンは領主ヘロデと一緒に育ったと言うくらいですから身分の高い貴族出身です。この様に、出身も身分もまったく違う世界中の人々が、このアンティオキア教会で、主の教えのもとに一つになっていて、何の違和感もなく、信仰生活をしていたのです。この5人だけだったのか、ほかにも人がいたのかは分かりませんが、供に主を礼拝し断食しているときに聖霊が告げました。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当たらせるために。」
この声を誰が聞いたのか、全員が聞いたのかは分かりませんが、彼らは、さらに断食して祈り、二人の上に手を置いて出発させたと言うのが、この第一次宣教旅行になるわけです。この初代の教会の人々は、自分達から、この異邦人伝道や宣教旅行をしようとしたわけではないのです。このときの教会の人々は、自分たちが望む事をするのではなく、いつでも、神様がして欲しいと望まれていることをしたのです。ただ聖霊に導かれて行っていったわけです。そしてそこには主のもとにある一致がありました。人種も、出身地も、階級も、教育も、主の前には一切の差別はなく、同じ主の僕として奉仕したのです。もしかすると、この宣教旅行が、パウロとバルナバによって企てられたのではないかという批判に耐えるために、それ以外にこのような預言者、教師も一緒になって、聖霊の導きを受けたことを語っているのかもしれません。それだけ、この異邦人伝道は、聖霊の導きによるものであるということが大切だったわけです。
承

さていよいよ、宣教旅行に出かけるわけですが、行った場所は次のようになります、4節5節です。
使 13:4　聖霊によって送り出されたバルナバとサウロは、セレウキアに下り、そこからキプロス島に向け船出し、
使 13:5　サラミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂で神の言葉を告げ知らせた。二人は、ヨハネを助手として連れていた。
出発地のセレウキアとはアンティオキアの近くの港です。そこから最初に行ったのはキプロス島です。キプロス島は先ほどの出身地の話にも出てきたように、バルナバの出身地になるわけです。まず、そこから始めたと言うことになります。5節にもありますように、実はこの旅行は二人だけではありませんでした、助手としてヨハネを連れて行ったと書かれています。このヨハネは、使徒のヨハネではなく、マルコによる福音書のマルコのことです。このマルコは、バルナバの親戚に当たるものでした。そして3人でキプロス島を回り、諸会堂で、神の言葉を継げ知らせていきました。ところがこのマルコは13節にあるように、旅の途中で勝手に帰ってしまうのです。このことが、パウロにとってはとても許しがたいものになりました。第二回の伝道旅行のときもバルナバはマルコを連れて行こうとしたのですが、パウロはマルコは裏切り者だと大反対し、結局マルコをかばうバルナバとは別の行動を取るようになるのです。
この後、マルコはその消息が途絶えるのですが、パウロが死の直前に書いたテモテへの第二の手紙の終わりのほうの４章11節に、「ルカだけが私のところにいます。マルコをつれてきてください。彼は私の勤めを良く助けてくれるからです。」といっています。若いときパウロにとって裏切り者となったマルコは福音書の著者となり、ついにはパウロにとって必要な者となったのです。
さて、この島では、ユダヤ人の魔術師で、バルイエスという一人の偽預言者がいました。この男は、地方総督セルギウス・パウルスという賢明な人物と交際していました。総督はバルナバとパウロを招いて、神の言葉を聞こうとしたとき、この魔術師はバルナバとサウロを総督から遠ざけようとしました。そのときパウロは聖霊に満たされて、魔術師をにらみつけて言いました。10節です。
使 13:10　「ああ、あらゆる偽りと欺きに満ちた者、悪魔の子、すべての正義の敵、お前は主のまっすぐな道をどうしてもゆがめようとするのか。
使 13:11　今こそ、主の御手はお前の上に下る。お前は目が見えなくなって、時が来るまで日の光を見ないだろう。」するとたちまち、魔術師は目がかすんできて、すっかり見えなくなり、歩き回りながら、だれか手を引いてくれる人を探した。
使 13:12　総督はこの出来事を見て、主の教えに非常に驚き、信仰に入った。
キプロス島での宣教は大成功となりました。総督が改宗して信仰に入りました。この後多くの人が信仰に入ったのだと思います。それはこの奇跡によるのかもしれません。
転

さて、パウロたちは、キプロス島での宣教を終えると、またトルコ側のパンフィリア州のペルゲに来ましたが、ここでヨハネと呼ばれたマルコは一行と別れてエルサレムに帰ってしまうのです。その理由は定かではありません。これからの旅の危険を思って恐れてしまったのか、パウロと馬が合わなかったのか、宣教する情熱を失ったのかは分かりませんが、マルコが分かれて帰ってしまったことに対しては、パウロの尋常ではない憤りを感じます。よほどの裏切り行為に感じたのだと思います。これからは、バルナバと二人の宣教旅行となります。そしてその後、ベルゲから進んでピシディア州のアンティオキアに到着したとかかれています。このアンティオキアは出発地の海岸の近くのアンティオキアではなく、内陸の奥にあるアンティオキアです。二つのアンティオキアがあるので注意しなければなりません。この内陸のアンティオキアに行く道は険しく、また山賊や盗賊も多いと言われている道でした。二人は無事にアンティオキアに着きました。そして、このアンティオキアの会堂で、会堂長達から「兄弟達、何か会衆の為に励ましのお言葉があれば、話してくださいと頼まれました。そしてパウロは説教をします。この説教は、元のとおり完全に保存された、パウロの唯一の説教と言われ、非常に重要なものとされています。この説教を読んでみると、何か、前にも読んだことのあるような説教のような気がします。それは、第二章のペンテコステのときに語られた、ペトロの説教と良く似ているのです。さて、パウロのそこで語られた説教の骨子を見てみると神様が次のような導きを与えてイスラエルを救いへと、そして人々を救いへと導いたことでした。それらを上げてみると、
1 イスラエルの民はエジプトの地で強大になり、神様がそこから導き出してくださったこと
2 40年の間，荒れ野で耐え忍ばせたこと。

3 カナンの地を相続させてくださったこと。

4 人々が王を求めたのでサウルをおあたえになったこと。

5 その後ダビデを王の位につけ、その子孫からイエスを送ってくださったこと。

6 イエスがおいでになる前、ヨハネが、イエスのことを予言していたこと。

7 イエスによって救いの言葉が私達に贈られたが、イスラエルに住む人々はそれを認めず、イエスを死刑にするようにピラトに求めたこと。

8 イエスは死んで、墓に葬られたが、神はイエスを死者の中から復活させたこと。

9 イエスは復活して、多くの人々に、幾日にも渡って姿を現されたこと。

10 これらのことは聖書に予言されていたこと。

これらのことを順序だてて話をしました。これを聞いた人々は、次の安息日にも同じことを話してくれるようにパウロとバルナバに頼みました。すると、44節には、

使 13:44　次の安息日になると、ほとんど町中の人が主の言葉を聞こうとして集まって来た。
と書かれています。町中の人々が集まってきたのです。このパウロの説教にはとても感銘したようです。ところがこれを見て、妬むユダヤ人達がいました。ユダヤ人たちはパウロたちを口汚くののしって、パウロの話すことに反対したと書かれています。しかし、パウロはそれに対して、明確な態度で臨みます。46節です。
使 13:46　そこで、パウロとバルナバは勇敢に語った。「神の言葉は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたがたはそれを拒み、自分自身を永遠の命を得るに値しない者にしている。見なさい、わたしたちは異邦人の方に行く。
使 13:47　主はわたしたちにこう命じておられるからです。『わたしは、あなたを異邦人の光と定めた、／あなたが、地の果てにまでも／救いをもたらすために。』」
使 13:48　異邦人たちはこれを聞いて喜び、主の言葉を賛美した。そして、永遠の命を得るように定められている人は皆、信仰に入った。
使 13:49　こうして、主の言葉はその地方全体に広まった。
この文面から推測できるユダヤ人達の反対は次のようなことだろうと思います。ユダヤ人たちはパウロとバルナバに対して、「あなた達は間違っている。異邦人に対して神の言葉を語り、割礼のないものと交わっている。あなた方は、律法に反して神の言葉を伝えているのだ。もうこれ以上神の言葉を語ってはならない、それは神を汚すことになるのだ。しかもイエスなどというものは、十字架刑に付けられた罪人である。その教えは正しくない。モーセの教えこそが正しい教えなのだ。」たぶんこのようなことを言って反対したのだと思います。そしてパウロとバルナバははっきりとこういったのです。「神の言葉は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたがたはそれを拒み、自分自身を永遠の命を得るに値しない者にしている。見なさい、わたしたちは異邦人の方に行く。主はわたしたちにこう命じておられるからです。『わたしは、あなたを異邦人の光と定めた、／あなたが、地の果てにまでも／救いをもたらすために。』」
これを聞いた異邦人達は喜びました。そして主の言葉を賛美したとかかれています。永遠の命はそれを拒否したユダヤ人にではなく、その信仰に入った異邦人へと伝えられたのです。私達もまた、注意しなければならないのは、この永遠の命が伝えられたのに、知らずに拒否をしてることはないかということです。そうすると、その永遠の命は、別の人のところへ行ってしまうのかもしれません。
ここの箇所を読んでいて思うことは、ユダヤ教は、自分の民族のみを救おうとする非常に閉鎖的な宗教でしたが、実は世界中で、その信仰に預かりたいと思っている人々がたくさんいたということです。なぜこんなにも人気があったかというと、その倫理性です。この当時の社会、風俗、宗教、倫理を考えるとユダヤ教の神の愛は突出した倫理性を持っていたのです。特に、正義を貫き、女性を大切にし、弱いもの、貧しいものを社会全体で支えようとする考えは、この時代にはなかったのです。ですからその倫理性を求めて、遠くエチオピアや、アフリカのキレネなどからも祭りに参加しに来る人々がたくさんいたわけです。その、多くの人々が求めていた信仰が、ユダヤ人だけのものではなく、世界中に解放されたということがキリスト教の発展となるわけです。それを、弟子達は、神様による聖霊の導きとして、世界中に伝えていったわけです。それでも、弟子達は、まず最初にその言葉をユダヤ人達に語り、そして異邦人達に語ったのです。神の言葉は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたがたはそれを拒んだ。と、ペトロとバルナバは言ったのです。このようにして、キリスト教は、砂漠に水がしみこむように世界中に広まっていきました。ユダヤ人たちはそれでも、抵抗し続け迫害を重ねました。そして、ペトロとバルナバは、安全のためにアンティオキアを後にして、同じトルコのイコニオンというところへ旅立つのです。
結

今日の聖書の箇所は、第一回の異邦人伝道の話でしたが、この異邦人伝道は、決して自分達の考えからは為されなかったいうことに驚きを覚えます。全て聖霊の導きに従ったものでした。異邦人伝道というものは、いわば、律法に反するようなことだったので、ことさらそうであったのだと思います。私達は律法に反しているのではない、聖霊により神の導きに従っているのだ。これが弟子達の主張なのでしょう。そしてまた、世界がその信仰の開放を待っていたということにも驚きを覚えます。世界中で、この信仰が異邦人にも解放されて、自由に信仰できることを願っていたのです。それをかなえたのがこの異邦人伝道でした。そしてこの第一回の異邦人伝道を行うきっかけとなった、聖霊の御言葉を聴いた5人は、世界中から集まった5人でした。決してエルサレムの教会の会議で決まったわけではなく、地方のアンティオキアという教会の5人の預言者と教師が聖霊を与えられて、宣教旅行が決められたのでした。これもまた、不思議な出来事です。聖霊による導きならば、何よりもそれを第一とする姿勢がうかがわれます。まさに聖霊行伝となるわけです。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。
パウロとバルナバは聖霊によって第一回の宣教旅行に出かけました。それは聖霊の導きによる、神様の御心であり、世界中の人々が求めていた信仰の開放のときでした。パウロとバルナバはその使命を果たしました。パウロは決して健康ではありませんでしたが、あなたの導きに従うとき、健康でなくても健康が与えられ、安全でなくても、安全を与えられて、その働きを為すことができました。主よ、どうか私達もまた、あなたに委ねるときに、あなたに守られて、大きな働きを為すことが出来る事を信じて行わせてください。この使徒言行録を読んでいていつも思わされることは、大切なことは自分の考えではなく、聖霊に導かれることだということです。弟子達は祈りと断食で、聖霊の導きを求めましたが、私達もその同じ熱心さで聖霊の導きを求めることが出来るように導いてください。
世界があなたの教えの開放を待っていたように、今の世も、新しい開放を待っているのかもしれません。今の世は、科学主義という新しい信仰に入ってしまい、そこから抜け出せなくなっています。何か違うものを感じながらもそこから出られなくてもがいています。主よ、どうか、あなたが私達の心の世界の救いを指し示してくださり、新しい救いの世界を与えてくださいますように。私達の悲しみや苦しみが、あなたのみ前では全て、解消されていることを悟らせてください。この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆バルナバとサウロ、宣教旅行に出発する
使 13:1　アンティオキアでは、そこの教会にバルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、キレネ人のルキオ、領主ヘロデと一緒に育ったマナエン、サウロなど、預言する者や教師たちがいた。
使 13:2　彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が告げた。「さあ、バルナバとサウロをわたしのために選び出しなさい。わたしが前もって二人に決めておいた仕事に当たらせるために。」
使 13:3　そこで、彼らは断食して祈り、二人の上に手を置いて出発させた。
◆キプロス宣教
使 13:4　聖霊によって送り出されたバルナバとサウロは、セレウキアに下り、そこからキプロス島に向け船出し、
使 13:5　サラミスに着くと、ユダヤ人の諸会堂で神の言葉を告げ知らせた。二人は、ヨハネを助手として連れていた。
使 13:6　島全体を巡ってパフォスまで行くと、ユダヤ人の魔術師で、バルイエスという一人の偽預言者に出会った。
使 13:7　この男は、地方総督セルギウス・パウルスという賢明な人物と交際していた。総督はバルナバとサウロを招いて、神の言葉を聞こうとした。
使 13:8　魔術師エリマ――彼の名前は魔術師という意味である――は二人に対抗して、地方総督をこの信仰から遠ざけようとした。
使 13:9　パウロとも呼ばれていたサウロは、聖霊に満たされ、魔術師をにらみつけて、
使 13:10　言った。「ああ、あらゆる偽りと欺きに満ちた者、悪魔の子、すべての正義の敵、お前は主のまっすぐな道をどうしてもゆがめようとするのか。
使 13:11　今こそ、主の御手はお前の上に下る。お前は目が見えなくなって、時が来るまで日の光を見ないだろう。」するとたちまち、魔術師は目がかすんできて、すっかり見えなくなり、歩き回りながら、だれか手を引いてくれる人を探した。
使 13:12　総督はこの出来事を見て、主の教えに非常に驚き、信仰に入った。
◆ピシディア州のアンティオキアで
使 13:13　パウロとその一行は、パフォスから船出してパンフィリア州のペルゲに来たが、ヨハネは一行と別れてエルサレムに帰ってしまった。
使 13:14　パウロとバルナバはペルゲから進んで、ピシディア州のアンティオキアに到着した。そして、安息日に会堂に入って席に着いた。
使 13:15　律法と預言者の書が朗読された後、会堂長たちが人をよこして、「兄弟たち、何か会衆のために励ましのお言葉があれば、話してください」と言わせた。
使 13:16　そこで、パウロは立ち上がり、手で人々を制して言った。「イスラエルの人たち、ならびに神を畏れる方々、聞いてください。
使 13:17　この民イスラエルの神は、わたしたちの先祖を選び出し、民がエジプトの地に住んでいる間に、これを強大なものとし、高く上げた御腕をもってそこから導き出してくださいました。
使 13:18　神はおよそ四十年の間、荒れ野で彼らの行いを耐え忍び、
使 13:19　カナンの地では七つの民族を滅ぼし、その土地を彼らに相続させてくださったのです。
使 13:20　これは、約四百五十年にわたることでした。その後、神は預言者サムエルの時代まで、裁く者たちを任命なさいました。
使 13:21　後に人々が王を求めたので、神は四十年の間、ベニヤミン族の者で、キシュの子サウルをお与えになり、
使 13:22　それからまた、サウルを退けてダビデを王の位につけ、彼について次のように宣言なさいました。『わたしは、エッサイの子でわたしの心に適う者、ダビデを見いだした。彼はわたしの思うところをすべて行う。』
使 13:23　神は約束に従って、このダビデの子孫からイスラエルに救い主イエスを送ってくださったのです。
使 13:24　ヨハネは、イエスがおいでになる前に、イスラエルの民全体に悔い改めの洗礼を宣べ伝えました。
使 13:25　その生涯を終えようとするとき、ヨハネはこう言いました。『わたしを何者だと思っているのか。わたしは、あなたたちが期待しているような者ではない。その方はわたしの後から来られるが、わたしはその足の履物をお脱がせする値打ちもない。』
使 13:26　兄弟たち、アブラハムの子孫の方々、ならびにあなたがたの中にいて神を畏れる人たち、この救いの言葉はわたしたちに送られました。
使 13:27　エルサレムに住む人々やその指導者たちは、イエスを認めず、また、安息日ごとに読まれる預言者の言葉を理解せず、イエスを罪に定めることによって、その言葉を実現させたのです。
使 13:28　そして、死に当たる理由は何も見いだせなかったのに、イエスを死刑にするようにとピラトに求めました。
使 13:29　こうして、イエスについて書かれていることがすべて実現した後、人々はイエスを木から降ろし、墓に葬りました。
使 13:30　しかし、神はイエスを死者の中から復活させてくださったのです。
使 13:31　このイエスは、御自分と一緒にガリラヤからエルサレムに上った人々に、幾日にもわたって姿を現されました。その人たちは、今、民に対してイエスの証人となっています。
使 13:32　わたしたちも、先祖に与えられた約束について、あなたがたに福音を告げ知らせています。
使 13:33　つまり、神はイエスを復活させて、わたしたち子孫のためにその約束を果たしてくださったのです。それは詩編の第二編にも、／『あなたはわたしの子、／わたしは今日あなたを産んだ』／と書いてあるとおりです。
使 13:34　また、イエスを死者の中から復活させ、もはや朽ち果てることがないようになさったことについては、／『わたしは、ダビデに約束した／聖なる、確かな祝福をあなたたちに与える』／と言っておられます。
使 13:35　ですから、ほかの個所にも、／『あなたは、あなたの聖なる者を／朽ち果てるままにしてはおかれない』／と言われています。
使 13:36　ダビデは、彼の時代に神の計画に仕えた後、眠りについて、祖先の列に加えられ、朽ち果てました。
使 13:37　しかし、神が復活させたこの方は、朽ち果てることがなかったのです。
使 13:38　だから、兄弟たち、知っていただきたい。この方による罪の赦しが告げ知らされ、また、あなたがたがモーセの律法では義とされえなかったのに、
使 13:39　信じる者は皆、この方によって義とされるのです。
使 13:40　それで、預言者の書に言われていることが起こらないように、警戒しなさい。
使 13:41　『見よ、侮る者よ、驚け。滅び去れ。わたしは、お前たちの時代に一つの事を行う。人が詳しく説明しても、／お前たちにはとうてい信じられない事を。』」
使 13:42　パウロとバルナバが会堂を出るとき、人々は次の安息日にも同じことを話してくれるようにと頼んだ。
使 13:43　集会が終わってからも、多くのユダヤ人と神をあがめる改宗者とがついて来たので、二人は彼らと語り合い、神の恵みの下に生き続けるように勧めた。
使 13:44　次の安息日になると、ほとんど町中の人が主の言葉を聞こうとして集まって来た。
使 13:45　しかし、ユダヤ人はこの群衆を見てひどくねたみ、口汚くののしって、パウロの話すことに反対した。
使 13:46　そこで、パウロとバルナバは勇敢に語った。「神の言葉は、まずあなたがたに語られるはずでした。だがあなたがたはそれを拒み、自分自身を永遠の命を得るに値しない者にしている。見なさい、わたしたちは異邦人の方に行く。
使 13:47　主はわたしたちにこう命じておられるからです。『わたしは、あなたを異邦人の光と定めた、／あなたが、地の果てにまでも／救いをもたらすために。』」
使 13:48　異邦人たちはこれを聞いて喜び、主の言葉を賛美した。そして、永遠の命を得るように定められている人は皆、信仰に入った。
使 13:49　こうして、主の言葉はその地方全体に広まった。
使 13:50　ところが、ユダヤ人は、神をあがめる貴婦人たちや町のおもだった人々を扇動して、パウロとバルナバを迫害させ、その地方から二人を追い出した。
使 13:51　それで、二人は彼らに対して足の塵を払い落とし、イコニオンに行った。
使 13:52　他方、弟子たちは喜びと聖霊に満たされていた。

